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NO. 161
平成23年8月１日

　

平
成
23
年
第
２
回
定
例
会
は
、６
月
13
日
に

開
会
し
、「
門
真
市
立
上
野
口
小
学
校
校
舎
耐

震
補
強
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」な

ど
、市
長
提
出
議
案
11
件
、議
員
提
出
議
案
１

件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
、承
認
並
び
に
同
意
し
、

６
月
24
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
門
真
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
６
６
８
万

７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
５
０
３
億
７
０
６
８
万
７
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
、
本
案
は
関
係
各
常
任

委
員
会
に
分
割
付
託
し
、
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

　

建
設
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
府
の

補
助
金
を
活
用
し
た
使
え
る
英
語
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
概
要
を
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、
23
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
の

間
、
府
内
50
中
学
校
区
で
実
施
さ
れ
、

本
市
で
は
、
第
七
中
学
校
区
の
小
・
中

学
校
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
、
義

務
教
育
終
了
段
階
で
自
分
の
考
え
や
意

見
を
英
語
で
伝
え
ら
れ
る
生
徒
の
育
成

を
目
的
と
し
て
、
小
学
校
で
は
、
積
極

的
に
英
語
を
使
う
素
地
を
育
む
授
業
づ

　

門
真
市
立
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
門

真
市
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
及
び

門
真
市
地
域
高
齢
者
交
流
サ
ロ
ン
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
当
該

３
施
設
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、
応

募
３
団
体
を
審
査
し
た
結
果
、
社
会
福

祉
法
人
晋
栄
福
祉
会
を
23
年
10
月
１
日

か
ら
26
年
３
月
31
日
ま
で
指
定
す
る
た

め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
民
生
常
任
委

員
会
で
は
、
同
団
体
選
定
の
理
由
と
指

定
管
理
者
へ
の
移
行
に
よ
る
効
果
を
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、
３
施
設
の
設
置
目
的

を
理
解
し
た
具
体
的
な
管
理
運
営
方
針

の
も
と
、
地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
と
し

て
利
用
者
の
平
等
性
の
確
保
や
施
設
の

効
用
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
、

施
設
管
理
を
安
定
し
て
行
う
物
的
及
び

人
的
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

選
定
の
理
由
で
あ
り
、
効
果
と
し
て

は
、
専
門
職
に
よ
る
相
談
業
務
の
充
実

や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
、
世
代
間

交
流
や
本
市
の
地
域
通
貨
「
蓮
」
を
活

用
し
た
活
動
等
の
事
業
展
開
が
期
待
で

き
る
。

　

ま
た
、財
政
面
に
お
い
て
も
、３
施
設

の
21
年
度
決
算
額
約
３
７
０
０
万
円
に

対
し
、
同
団
体
の
24
年
度
提
案
予
算
額

は
約
２
３
０
０
万
円
で
あ
る
こ
と
か

ら
、年
間
約
１
４
０
０
万
円
、２
年
６
カ

月
間
で
計
約
３
５
０
０
万
円
の
削
減
効

果
が
期
待
で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
利
用
者
意
見
の
反
映
方
法
を

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
利
用
者
の
満
足
度

の
分
析
や
評
価
を
す
る
た
め
、
日
常
的

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
３
カ

月
ご
と
に
改
善
状
況
を
集
約
し
て
市
民

の
目
に
つ
き
や
す
い
と
こ
ろ
に
備
え
る

な
ど
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
調
査

結
果
を
市
に
報
告
さ
せ
る
。

　

市
は
そ
れ
ら
を
も
と
に
総
合
評
価
を

実
施
し
、
指
導
指
示
を
行
い
、
さ
ら
な

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、

そ
れ
ら
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
新
た
な
事
業
の
提
案
や
管
理

運
営
に
関
し
て
は
、
市
と
同
団
体
の
双

方
で
協
議
の
上
、
決
定
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
指
定
管
理
者
制
度
導

入
後
も
、高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
効
果
的
、

効
率
的
に
対
応
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
は
後
退
し
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
案
の
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
反

対
、
賛
成
の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
討
論

が
あ
り
ま
し
た
が
、
起
立
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

門
真
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
門
真
市
民

プ
ラ
ザ
内
の
同
セ
ン
タ
ー
に
、
新
た
に

陶
芸
木
工
室
を
設
置
す
る
た
め
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
建
設
文
教
常

任
委
員
会
で
は
、
同
室
の
概
要
を
た
だ

し
た
と
こ
ろ
、
同
プ
ラ
ザ
内
の
１
０
０

㎡
の
体
育
倉
庫
を
改
築
し
て
、
約
75
㎡

の
同
室
を
設
置
し
、
残
り
の
ス
ペ
ー
ス

に
は
、
安
全
性
に
も
考
慮
の
上
、
十
分

な
性
能
を
備
え
た
電
気
式
の
陶
芸
用
窯

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
倉
庫
と
し
て

も
活
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
同
室
の
設
置
場
所
が

当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
体
育
館
か
ら
体

育
倉
庫
に
変
更
に
な
っ
た
理
由
を
た
だ

し
た
と
こ
ろ
、
本
年
１
月
に
、
建
築
指

導
課
か
ら
体
育
館
へ
陶
芸
窯
を
設
置
す

る
場
合
に
は
、
建
築
基
準
法
上
問
題
が

あ
り
、
体
育
館
全
体
の
大
が
か
り
な
工

事
が
必
要
で
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
、

変
更
し
た
も
の
で
、
庁
内
の
関
係
部
署

と
の
事
前
調
整
を
欠
い
て
い
た
こ
と
、

ま
た
設
置
場
所
の
変
更
等
に
よ
り
、
設

置
予
定
の
時
期
が
８
月
か
ら
10
月
に
な

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
申
し
訳
な
い

と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
今
後
の
同
室
の
活
用
方
法
を

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
現
行
の
サ
ー
ク
ル

等
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
初
心
者
向
け

の
講
座
や
、
昨
年
実
施
し
た
子
ど
も
向

け
の
講
座
の
開
催
な
ど
、
幅
広
い
世
代

が
体
験
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用

し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
公
民
館
二
島
分
館
廃
止

後
の
陶
芸
窯
等
利
用
者
へ
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
、
答
弁
が
あ
り
、
本
案

は
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

く
り
を
、
中
学
校
で
は
、
聞
く
、
話

す
、
読
む
、
書
く
の
４
つ
の
技
能
に
関

し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
習
得
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。

　

内
容
と
し
て
は
、
英
語
教
室
な
ど
の

環
境
整
備
や
英
語
教
育
支
援
員
の
配

置
、
英
語
能
力
判
定
テ
ス
ト
を
行
い
、

英
語
を
使
っ
て
表
現
す
る
活
動
を
多
く

取
り
入
れ
る
な
ど
の
授
業
の
改
善
や
、

自
学
自
習
用
の
音
声
Ｃ
Ｄ
等
を
使
っ
た

家
庭
学
習
の
充
実
を
図
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

次
に
、
事
業
効
果
の
検
証
方
法
を
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
英
語
検
定
協
会

の
英
語
能
力
判
定
テ
ス
ト
を
行
い
、
開

始
２
年
目
は
初
年
度
の
中
学
１
年
生
と

２
年
目
の
中
学
１
年
生
で
経
年
比
較

し
、
３
年
目
に
は
全
学
年
で
経
年
比
較

を
行
う
こ
と
で
、
効
果
を
検
証
す
る
と

と
も
に
、
各
学
校
に
お
け
る
取
り
組
み

に
関
す
る
評
価
や
今
後
の
指
導
に
役
立

て
る
こ
と
も
で
き
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

な
お
、
今
後
は
英
語
力
を
高
め
る
指

議
会
の
あ
ゆ
み

（
平
成
23
年
６
月
１
日
〜
７
月
31
日
）

６
・
６　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

13　

本
会
議
（
第
２
回
定
例
会
開
会
）

　
　

14　

民
生
常
任
委
員
会

　
　

15　

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　
　

16　

全
国
市
議
会
議
長
会
市
議
会
議
員

　
　
　
　

共
済
会
代
議
員
会

　
　

17　

建
設
文
教
常
任
委
員
会

　
　

20　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

21　

総
務
水
道
常
任
委
員
会　

　
　

24　

本
会
議
（
第
２
回
定
例
会
閉
会
）

７
・
６　

近
畿
市
議
会
議
長
会
支
部
長
会

　
　

７　

く
す
の
き
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

　

　　
　

東
部
大
阪
治
水
対
策
促
進
議
会
協

　
　
　
　

議
会
他
都
市
視
察

　
　

12　

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

　
　

15　

全
国
市
議
会
議
長
会
理
事
会

　
　

15　

河
北
市
議
会
議
長
会

　
　

21　

近
畿
市
議
会
議
長
会
理
事
会

　
　

25　

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
臨
時
会

　
　

28　

飯
盛
霊
園
組
合
議
会
定
例
会

指定管理者制度が導入される老人福祉センター

補
正
予
算　

12
議
案
を
可
決

補
正
予
算　

12
議
案
を
可
決

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
３
施
設

　
　
　
　

指
定
管
理
者
を
決
定

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
３
施
設

　
　
　
　

指
定
管
理
者
を
決
定

第
２
回
定
例
会
を
開
会

第
２
回
定
例
会
を
開
会

ど
な

ど
な

導
方
法
等
の
研
究
を
、
小
・
中
学
校
が

連
携
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
英
語

力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
浜
町
中
央
小
学
校
給
食
棟

建
替
工
事
追
加
分
５
７
０
２
万
８
０

０
０
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
多
額
の
追
加
補
正
と
な
っ
た
要

因
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
建
設
工
事

を
予
算
計
上
す
る
際
に
は
、
本
来
、

営
繕
住
宅
課
に
詳
細
な
積
算
金
額
の

算
出
を
依
頼
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
今
回
、
本
工
事
の
概
算
金
額
に

つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
方
式
で
整

備
す
る
統
合
中
学
校
の
落
札
金
額
を

も
と
に
算
出
し
、
当
初
予
算
に
計
上

し
た
も
の
で
、
適
正
な
設
計
金
額
で

は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
本
工
事
の

施
工
面
積
は
４
０
０
㎡
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
統
合
中
学
校
給
食
棟

の
施
工
面
積
３
５
０
㎡
で
算
出
さ
れ

て
い
た
こ
と
な
ど
の
大
き
な
ミ
ス
に

気
づ
か
な
い
ま
ま
、
決
裁
を
行
っ
た

こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
、
全
庁
的
に
専
門
職

の
適
正
配
置
、
グ
ル
ー
プ
制
の
一
層
の
活
用
及

び
部
間
の
連
携
強
化
な
ど
、
よ
り
よ
い
組
織
づ

く
り
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

な
お
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
事
の
重
大
性
に

か
ん
が
み
、
９
月
の
第
３
回
定
例
会
の
本
委
員

会
に
お
い
て
、
そ
の
再
発
防
止
策
等
に
つ
い

て
、
理
事
者
か
ら
報
告
を
求
め
る
こ
と
に
本
委

員
会
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

総
務
水
道
常
任
委
員
会
で
は
、
北
島
市
営
住

宅
跡
地
９
２
５
・
35
㎡
の
売
却
収
入
９
１
２
５

万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
主
な
売

却
条
件
の
内
容
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
建
築
物

の
用
途
は
一
戸
建
住
宅
と
し
、
一
戸
当
た
り
の

敷
地
面
積
は
１
０
０
㎡
以
上
と
す
る
こ
と
。
ま

た
、
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
指
定
住
宅
性
能
評
価
機
関
に
よ
る

10
の
基
準
の
住
宅
性
能
評
価
書
の
交
付
を
受

け
、
本
市
に
原
本
を
提
示
の
上
、
副
本
を
提
出

す
る
こ
と
、
及
び
市
道
に
つ
い
て
は
本
市
土
木

課
と
の
協
議
に
よ
る
Ｌ
型
側
溝
へ
の
敷
設
が
え

を
行
う
こ
と
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
案
の
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
賛
成
の
討
論

が
あ
り
、
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

７
〜
８

英
語
力
向
上
へ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
実
施

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

　

陶
芸
木
工
室
を
設
置

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

　

陶
芸
木
工
室
を
設
置
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平成23年８月１日
議　会　だ　よ　り

　

平
成
23
年
度
門
真
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

は
、
22
年
度
決
算
見
込
み
に
お
い
て
歳

入
が
47
億
５
１
８
４
万
２
０
０
０
円
不

足
す
る
た
め
、
23
年
度
の
歳
入
を
繰
り

上
げ
て
そ
の
不
足
額
に
充
て
る
も
の
で

す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
民
生
常
任
委

員
会
で
は
、
22
年
度
の
決
算
見
込
み
を

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
国
保
会
計
単
独
で

２
億
７
０
０
０
万
円
の
黒
字
を
達
成

し
、
一
般
会
計
か
ら
の
赤
字
解
消
繰
入

金
の
３
億
円
及
び
市
条
例
減
免
繰
入
金

の
３
億
２
０
０
０
万
円
を
加
え
て
、
単

年
度
収
支
で
８
億
９
０
０
０
万
円
の
黒

字
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
歳
出
に
つ

い
て
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
蔓
延

し
な
か
っ
た
こ
と
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

　

門
真
市
立
上
野
口
小
学
校
校
舎

　

耐
震
補
強
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

契
約
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

　

契
約
金
額　

２
億
１
４
７
７
万

　
　
　
　
　
　
　

９
６
０
０
円

　

工　
　
　

期　

議
決
の
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
11
月
30
日

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
総
務
水
道
常

任
委
員
会
で
は
、
本
契
約
に
も
運
用
さ

れ
た
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
内
容
と
導

入
効
果
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
大
阪
地

域
市
町
村
共
同
利
用
電
子
入
札
シ
ス
テ

ム
を
、
23
年
４
月
か
ら
本
格
運
用
し
て

お
り
、
具
体
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
の
も
と
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
用
い

て
、
パ
ソ
コ
ン
で
入
札
を
行
う
も
の

で
、
現
在
、
本
工
事
も
含
め
24
件
の
建

設
工
事
等
の
発
注
や
18
件
の
開
札
を
行

う
な
ど
、
順
調
に
運
用
を
進
め
て
い

る
。
効
果
に
つ
い
て
は
、
入
札
か
ら
開

薬
品
の
推
奨
等
に
よ
り
、
医
療
費
の
伸

び
が
大
幅
に
抑
制
さ
れ
た
こ
と
や
、
前

期
高
齢
者
納
付
金
等
の
減
少
で
、
前
年

度
比
６
億
６
０
０
０
万
円
減
と
な
っ
て

い
る
。

　

一
方
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
民
健

康
保
険
料
の
収
納
率
を
前
年
度
比
２
・

09
ポ
イ
ン
ト
増
の
83
・
48
％
と
見
込
ん

で
お
り
、
ま
た
前
期
高
齢
者
交
付
金
の

精
算
交
付
金
な
ど
で
、
前
年
度
比
２
億

２
０
０
０
万
円
増
と
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
本
市
の
収
納
率
は
、
17
年
度

か
ら
毎
年
向
上
し
て
お
り
、
府
内
に
お

け
る
21
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
伸
び
率

で
は
、
２
位
の
松
原
市
の
２
・
08
ポ
イ

ン
ト
を
大
き
く
上
回
る
５
・
56
ポ
イ
ン

ト
の
１
位
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
の
３
件
の
人
事
案
件
は
、
任
期
満

了
に
伴
い
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
い
ず

れ
も
任
命
等
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

去
る
６
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第
87

回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お

い
て
永
年
勤
続
議
員
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
本
市
議
会
か
ら
も

　

（
20
年
表
彰
）

　

今　

田　

哲　

哉　
　

議　

員

　

吉　

水　

丈　

晴　
　

議　

員

　

日　

高　

哲　

生　
　

議　

員

　

亀　

井　
　
　

淳　
　

議　

員

　

寺　

前　
　
　

章　
　

前
議
員

　

林　
　
　

芙
美
子　
　

前
議
員

が
表
彰
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
で
は
、
次
の
意
見
書
を
全

員
賛
成
で
可
決
し
、
直
ち
に
政
府
関
係

機
関
等
に
送
付
し
て
内
容
の
実
現
を
求

め
ま
し
た
。

　

公
立
学
校
施
設
に
お
け
る
防
災
機
能

　

の
整
備
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

　

次
に
、
多
額
の
累
積
赤
字
解
消
へ
の

取
り
組
み
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
20
年

３
月
に
門
真
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
収
支
改
善
計
画
を
策
定
し
、
国

保
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
お
り
、
具

体
に
は
、
歳
入
確
保
の
収
納
率
向
上
対

策
と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
開
始
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
稼
動
、
滞
納
整
理

シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
国
税
Ｏ
Ｂ
職
員
の

採
用
等
を
行
う
と
と
も
に
、
歳
出
抑
制

対
策
と
し
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

差
額
通
知
の
発
送
、
レ
セ
プ
ト
点
検
の

充
実
・
強
化
等
の
実
施
に
よ
り
、
全
庁

を
挙
げ
て
国
保
財
政
の
再
建
に
向
け
て

事
業
展
開
を
強
力
に
推
進
し
て
き
た
結

果
、
今
回
の
単
年
度
黒
字
に
つ
な
が
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

次
に
、
国
保
制
度
の
課
題
を
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、
同
制
度
は
、
発
足
当
初
と

比
べ
、
今
や
高
齢
者
や
無
職
者
が
多
く

加
入
す
る
制
度
へ
と
変
化
し
て
き
て
お

り
、
全
国
で
６
〜
７
割
の
保
険
者
が
赤

字
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
制
度

自
体
が
既
に
破
綻
し
て
い
る
状
態
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
本
市
と
し
て
は
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
下
、
制
度
運
営
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
制

度
は
国
の
社
会
保
障
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
の
責
任
の
も
と
、
さ
ら
な
る
財

政
措
置
等
を
行
う
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
国
や
府
に
要
望
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
り
、
本
案
は
全
員
異
議

な
く
承
認
し
ま
し
た
。

札
ま
で
の
手
続
が
シ
ス
テ
ム
上
で
可
能

で
、
入
札
会
場
の
設
営
や
開
札
に
必
要

な
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に

加
え
、
入
札
結
果
を
迅
速
に
公
表
で
き

る
と
と
も
に
、
23
年
度
か
ら
は
、
一
般

競
争
入
札
の
対
象
を
１
億
円
以
上
か
ら

５
０
０
万
円
以
上
の
建
設
工
事
へ
と
拡

大
し
、
入
札
契
約
事
務
の
透
明
性
や
公

平
性
の
確
保
が
図
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
り
、
本
案
は
全
員
異
議

な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
契
約
に
つ
い
て
も
、
全

員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

門
真
市
立
四
宮
小
学
校
校
舎

　

耐
震
補
強
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

契
約
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

　

契
約
金
額　

１
億
６
７
６
２
万

　
　
　
　
　
　
　

９
３
５
０
円

　

工　
　
　

期　

議
決
の
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
10
月
31
日

　

本
市
議
会
で
は
６
月
24
日
の
定
例
会

の
開
議
に
先
立
ち
、
表
彰
状
の
伝
達
を

行
い
、
満
場
の
拍
手
で
そ
の
栄
誉
を
た

た
え
、
ま
た
園
部
市
長
か
ら
お
祝
い
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

吉
水
議
員
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

あ
さ     

だ 　

  

た
け　

  

し

浅 

田 

竹 

司

 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

 　

 

門
真
市
北
島
町
11
番
20
号

人
事
案
件
に
同
意

永年勤続議員へ永年勤続議員へ

表彰状を伝達表彰状を伝達表彰状を伝達

国
民
健
康
保
険

収
納
率
向
上

国
民
健
康
保
険

収
納
率
向
上

 
 

契
約
案
件
２
件
を
可
決

契
約
案
件
２
件
を
可
決

長 

嶋 

悦 

子

 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

 　

 

門
真
市
沖
町
７
番
18
号

な
が    

し
ま　

え
つ　

  

こ

  　

 

門
真
市
千
石
東
町
３
番
43―

402
号

盛  

一  

正 

人

も
り    

い
ち　

 

ま
さ　

 

と

人
事
案
件
に
同
意

意
見
書
を
可
決

意
見
書
を
可
決

国
保
の
課
題

国
保
の
課
題

国
保
の
課
題

番　号 件　　　　　名 議決結果
報告第 2 号 門真市土地開発公社の経営状況について 議決不要

報告第 3 号 平成22年度門真市一般会計繰越明許費繰越計
算書について 議決不要

承認第 5 号   
専決処分の承認を求めることについて（平成
23年度門真市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第１号）について）

承 認

議案第 19 号   門真市立上野口小学校校舎耐震補強工事請負
契約の締結について 可　　決

議案第 20 号 門真市立四宮小学校校舎耐震補強工事請負契
約の締結について 可　　決

議案第 21 号
門真市立老人福祉センター、門真市高齢者ふ
れあいセンター及び門真市地域高齢者交流サ
ロンの指定管理者の指定について

可　　決

議案第 22 号    

門真市一般職の非常勤嘱託職員及び臨時的任
用職員の任用、勤務条件等に関する条例及び
門真市職員の育児休業等に関する条例の一部
改正について

可　　決

議案第 23 号    門真市立生涯学習センター条例の一部改正に
ついて 可　　決

議案第 24 号   平成23年度門真市一般会計補正予算（第１
号） 可　　決

議案第 25 号    平成23年度門真市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第２号） 可　　決

議案第 26 号                    固定資産評価審査委員会委員の選任について 同 意

議案第 27 号                 人権擁護委員候補者の推薦について 同 意

議案第 28 号                  人権擁護委員候補者の推薦について 同 意

議案提出議案
第 ７ 号                  

公立学校施設における防災機能の整備の推進
を求める意見書 可　　決

■第２回定例会で決まったこと

質　問　要　旨 質　問　要　旨
■市政に対する一般質問

１　財政健全化について
　⑴　今後の方針について
１　防災について
　⑴　被災者支援システム導入について
　⑵　防災士の推進、配置について
　⑶　公共施設の防災機能の向上について
　⑷　火災警報器の周知について
２　視覚障がい者施策の拡充について
　⑴　音声コードの取り組みについて
１　公共施設について
　⑴　市民の声について
　⑵　利用者サービスについて
２　門真市地域防災について
　⑴　市民の安心・安全について
１　環境施策について
　⑴ 　公共施設への太陽光発電システムのさらな

る導入について
　⑵　ＬＥＤ電球の導入について
　⑶　クールアース・デーについて
２　交通不便地域の解消について
　⑴ 　コミュニティーバス運行に向けての進捗状

況について
１　国民健康保険証のカード化について
２ 　子宮頸がんワクチン、ヒブワクチン、肺炎球

菌ワクチンについて
　⑴　公費助成後の接種状況について
　⑵　周知について
３　認定こども園について
１　防災に強いまちづくりについて
　⑴ 　市民とのネットワークの強化について
　⑵ 　医師不足、看護師不足、保健所不足の解消

と医療の充実について
　⑶ 　高齢者の援助体制・安否確認の充実について
　⑷　中小企業の支援強化について
　⑸ 　災害時にも対応できる職員体制について
２　子育て支援について
　⑴　子ども医療費助成の拡充について
１　発達障がい者（児）支援について
　⑴ 　乳幼児期における健診でのスクリーニング

について
　⑵ 　生涯にわたる支援体制の確立について
２　自治基本条例について
　⑴　最高規範性について
　⑵　議会と自治基本条例の関係について
１　支え合う社会の構築について
　⑴ 　地上デジタル放送移行に伴う支援について
　⑵ 　災害時要援護者対策の取り組みについて
　⑶ 　ボランティア・ポイント制度の導入について
２　Ｗｅｂ図書館について
　⑴　Ｗｅｂ図書館の導入について
１　防災力のあるまちづくりについて
　⑴　防災協力農地について
　⑵　洪水対策について
　⑶　防災バイオトイレについて

１　幸福町・中町のまちづくりについて
　⑴ 　現状（今年度の事業内容、まちづくり協議

会の状況、地域への説明等）について
　⑵　事業化に向けた検討状況について
　⑶　市保有地の活用の考え方について
　⑷　住民合意のまちづくりについて
２　仮称門真市自治基本条例について
　⑴ 　進捗状況（市民検討委員会、庁内検討）に

ついて
　⑵ 　市民検討委員会と市との関係等について
　⑶ 　条例案策定に向けての考え方について
１ 　東日本大震災規模を想定し、門真市地域防災

計画を抜本的に見直すことについて
　⑴ 　防災計画の見直しへの市の見解について
　⑵ 　市役所を初めとする公共施設の耐震化計画

について
　⑶ 　今後の市保有地のあり方と避難場所や仮設

住宅建設スペースの確保について
　⑷ 　水害時に地域のマンションや企業の施設を

緊急避難場所として検討すること、また建て
かえられる府営門真団地の有効活用について

　⑸ 　関電やＮＴＴの老朽化した電柱の取りかえ
を市から申し入れることについて

　⑹ 　下水道耐震化100％までの浄化センター（し
尿処理場）のあり方について

　⑺ 　基幹管路・配水管路の水道管耐震化計画に
ついて

　⑻　災害時の地域との連携強化について
　⑼ 　液状化による家屋被害に対しての市独自補

助金支給制度の創設について
　⑽ 　液状化対策工事をする市内事業者の育成、

住宅リフォーム助成制度を創設し、耐震化を
促進することについて

２ 　門真南駅東自転車駐車場の自転車駐車料引き
下げについて

１　災害時の行政機能の維持について
　⑴　市庁舎の耐震化、建てかえについて
２　公民協働の活性化について
　⑴　地域通貨のさらなる活用について
１　四宮小学校の廃校問題について
　⑴ 　門真市小中一貫教育推進プランの１中学校

区２小学校の考え方について
　⑵ 　学校適正配置事業実施方針の見直しについて
２　保育行政について
　⑴　待機児の解消について
　⑵ 　保育施設の耐震化及び建てかえについて
１ 　議会答弁無視、基本施策無視が続いているこ

とについて
２ 　原発・放射能問題の従来の認識を根本的に改

めるべきことについて
３ 　単独市としての門真市の存続を毅然と公言す

べきことについて
４　市長の職員労組への認識について


